
資料① 

第４回地域別小中一貫教育推進協議会での主な意見概要 

地域 区分 主な意見 

社地域 施設形態 ・視察により一体型が良いと思う。 

・併設型の選択肢はない。 

設置場所 ・文教地区を形成しているエリアであり、既存中学校周辺が良い。

・いろんな行事を考慮すると駐車場等施設利用など公共施設が近接

している社中学校周辺が良い。 

・広いグラウンドの確保が可能なところが良い。 

・現実的には社中学校周辺以外で用地の確保はできないのではない

か。 

・徒歩通学、スクールバス運行も同条件となる箇所が良い。 

開校時期 ・一貫教育は良いと思うのでできる限り早い開校が良い。 

・地域差が生じないよう前倒しで進めてほしい。 

・社地域は小学校 5 校、中学校１校で 1,000 人規模となることから

慎重にすべき。 

滝野地域 施設形態 ・教育効果を考えると一体型にすべきである。 

・今の小学校の教育は十分良いと思うのであわてて一体型にする必

要はなく、併設型でも良いのではないか。 

設置場所 ・滝野の中心（滝野中学校周辺）が妥当。 

・広い用地を新たに確保するのは困難。滝野中学校か旧庁舎周辺が

良いのではないか。 

・文化会館、図書館が近隣にあり地域とのつながりなど考えると既

存中学校周辺が良いのではないか。 

・以前の計画の影響で滝野の整備は遅いとの印象から住民の意識が

低い。何より地域住民に対して周知が必要である。 

開校時期 ・順番というより 3 地域の開校時期は圧縮してほしい。 

・詰めるところは十分にする必要があり急ぐ必要はない。 



東条地域 施設形態 ・小中学生が同じ校舎にいることに意味があるので、一体型がよい。

・学校運営上も一体型が良い。 

設置場所 ・学校行事をする場合に駐車場もあり、また、通学のことを考える

と、東条地域の中心である東条文化会館周辺がよい。 

・東条文化会館周辺であれば、コスミックホールを利用して、文化

的な活動ができる学校ができるのではないか。 

・安全な場所で教育環境が良い場所を希望する。 

・その他、南山の小学校用地、東条グラウンド、ライスセンターの

周辺、東条中学校付近（敷地拡張）が良いという意見があった。

開校時期 ・良い学校ができるのであれば、早いほうが良い。 

・西地区の状況を考えると、早いほうが良い。 

・地域の協力が得られると思うので、東条地域からするのが良いの

ではないか。 

・中学校の校舎が老朽化しており、教育環境を考えて、早いほうが

よい。 

・児童・生徒、地域が新しい学校をつくり上げていくということを

東条地域から発信していけばどうか。 

・最初ではなく、よく考えてからのほうが良い。 


